
会 議 結 果 の お 知 ら せ 

 

令和８年度第１回宮古市まち・ひと・しごと創生総合戦略市民推進委員会を次のとおり

開催しました。 

 

令和８年４月２４日 

 

宮古市まち・ひと・しごと創生総合戦略市民推進委員会 

 

１ 開催日時 

  令和８年４月１７日（金） 午後４時～午後５時１５分 

 

２ 開催場所 

  宮古市役所本庁舎 ２階 ２－１会議室 

 

３ 議題 

(1) 委員長及び副委員長の選任について 

(2) まち・ひと・しごと創生総合戦略の概要について 

(3) 今年度の開催スケジュールについて 

(4)  第２期宮古市まち・ひと・しごと創生総合戦略の実績評価検証（案）について 

 

４ 会議の概要 

  別添のとおり 

 

５ 問い合わせ先 

  政策推進部政策推進課政策推進係 電話０１９３－６８－９０６４ 

 

 

 

  



１ 

令和８年度第１回宮古市まち・ひと・しごと創生総合戦略市民推進委員会 

 

１ 出 席 者（１４名） 

  和川央、石﨑武久、三河輝夫、福士明美、及川洋祐、渡部玲子、晴山純子、中沢翔馬、 

川口太嗣、小野寺康仁、門坂道弘、菅原結奈、渡邊聖奈、三浦宜央 

２ 欠 席 者（５名） 

  花坂雄大、中嶋一幾、古舘龍太、前川竜介、大洞健一 

３ 事務局出席者（３名） 

  政策推進課長 大向守、同課政策推進係長 竹田真吾、同課主任 佐々木英明 

４ 傍聴者 

  なし 

５ 議事等 

  (1) 委員長及び副委員長の選任について 

事務局案として委員長に和川央委員、副委員長に花坂雄大委員を提案。提案のとお 

り承認された。 

  (2) まち・ひと・しごと創生総合戦略の概要について 

国の長期ビジョンと総合戦略、市の計画策定状況、市の第２期・第３期総合戦略の概

要について事務局から説明した。 

  (3) 今年度の開催スケジュールについて 

   今年度の開催スケジュールについて事務局から説明した。質疑等はなし。 

  (4) 第２期宮古市まち・ひと・しごと創生総合戦略の実績評価検証（案）について 

   指標の達成状況、評価等について説明した。質疑等は別紙のとおり。 

 

 



２ 

質疑応答内容 

質問・意見 回答 

【議題(1)「委員長及び副委員長の選任につ

いて」】 

＜質疑なし＞ 

 

【議題(2)「まち・ひと・しごと創生総合戦

略の概要について」】 

（委員） 

 P17＿目標値を国民所得としているが、指

標値について具体的に説明いただきたい。 

 

 

 

 

 

（委員） 

 総合戦略は上位計画である総合計画に内

包した計画であると説明いただいたが、この

市民推進委員会で出された意見はどのよう

に上位計画である総合計画に反映されるの

か。 

 

 

（委員） 

 上位計画の総合計画審議会があり、総合計

画審議会と当委員会の関係性、当委員会の位

置付けや委員に求めるものはなにか。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（事務局） 

 総合戦略は上位計画である総合計画に内

包されており、総合計画において市民所得を

国民所得水準まで引き上げようとして設定

した指標である。目標値を国民所得としてい

るのは、令和６年度時点での国民所得水準を

目指すものとして記載した。 

 

（事務局） 

 第２期総合戦略に位置付けている各分野

の取り組みは、総合計画に基づいて取り組む

事務事業と一体となっている側面がある。委

員会でいただいた意見は関係各課へ意見を

共有し、今後の会議で意見結果に対する対応

をお示しする。 

 

（事務局） 

 総合計画審議会は令和６年度に市総合計

画の後期基本計画策定のために設置された

審議会で、６年度に総合計画後期基本計画の

策定とともに審議会としての役割を終えて

いる。 

当委員会については、人口減少対策などを

中心に総合計画と一体となっている各分野

の施策について、実績の評価検証などを協議

いただく組織として設置している。 

 

（事務局） 

 当委員会は当初、総合戦略の策定にあたり

設置し、令和６年度に当委員会でご審議いた



３ 

質問・意見 回答 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（委員） 

 P17＿国民所得水準について直近の国民所

得はどれくらいなのか。 

 

 

 

【議題(3)「今年度の開催スケジュールにつ

いて」】 

＜質疑なし＞ 

 

【議題(4)「第２期宮古市まち・ひと・しご

と創生総合戦略の実績評価検証（案）につい

て」】 

（委員） 

 この場で意見を述べるのは難しいかと思

う。また、今回から委員になった方々はなぜ

この指標を設定したのか理解にも時間がか

かるかと思う。ひとつ前の議題にも戻るが、

この場での意見または、意見提出用紙による

意見結果を次回の会議で共有する進め方が

適切なのか。 

 

 

 

だいたうえ、第３期総合戦略を策定した。ま

た、総合戦略の取り組みの検証を毎年度実施

し、ご意見を頂いてきた。 

総合戦略は人口減少対策や地域の稼ぐ力

の創出が目的ではあるが、人口減少局面にお

いて地域の活力創出など人口減少対策のみ

ならず、様々な目標を目指して取り組む必要

があり、総合計画と表裏一体のものとなって

いる。 

 個々の事務事業の見直しや目標値の修正

などを含めて、総合戦略の評価検証を中心に

取り組んでいきたいと考えている。 

 

（事務局） 

 資料３の１７ページに記載のとおり令和

６年度は３２７万円である。市民一人当たり

の分配所得は２７２万円で国民所得水準を

下回っている。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



４ 

質問・意見 回答 

（委員） 

 進め方について具体的な提案はあるか。 

 

（委員） 

 これまでは事務局を通じて担当課に投げ

かけるというやり方をしてきたかと思うが、

指標を設定した理由などを率直にやりとり

する場があっても良いかと思う。次回の会議

にそのような場を設けてはどうか。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（委員） 

 本来であればこの場は、第３期総合戦略の

評価検証を行うべき場であるが、昨年度第２

期の評価検証が実施できていなかったこと

から、まずは第２期の評価検証を行ってか

ら、第３期に新たな評価検証を試みたいとい

うのが事務局の考え方と思う。 

 しかし、公共政策の観点から、第２期の評

価検証をいま行っていることは良い状態と

は言えない。昨年中に評価検証を実施するべ

きだったということは意見させていただき

たい。 

 

（委員） 

 P18＿しごと分野の具体的施策として「強

い水産業」の推進とあるが、さまざまな業界

があるなかでどのようなビジョンで施策を

設定、推進しているのか。またこの策定され

た計画がどのように事業を進めて、事業に反

 

 

 

（事務局） 

 これまでは評価検証案の完成形に近いも

のをお示ししてご意見をいただく形だった

ことから、担当部署へ直接意見が届かないと

いう点を反省している。 

 第２期の評価検証については、これまでの

検証形態を踏襲しているが、第３期の評価検

証については、担当課と直接意見を交わすこ

とができるような評価検証方法について、内

部での調整が必要だが、現在検討していると

ころ。 

 試行的な実施になる可能性はあるが、事務

局としてはご意見をいただきながら進めた

いと考えている。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（事務局） 

評価検証報告書は全体を通じて総括的な

内容を示したものとしている。具体的な事業

は資料３の23ページ以降の総合計画の関連

事業に記載をしている。 

 第２期総合戦略では数値目標の設定時に



５ 

質問・意見 回答 

映されているのか。 

 

 

 

 

 

 

（委員） 

 P6＿表現の仕方として「差が生じた結果と

なりました」ではなく、「下回りました」と

いったように、市の取り組みの結果と捉えら

れるとなるような表現に改めるべき。 

 

（委員） 

 全体的に主観的な指標が低調となったの

が目立っている。例えば定住意向割合が低下

した要因やその属性はどのように市は分析

しているのか。 

 

 

（委員） 

 なぜ数値が低調に推移したのかという特

定は市のなかで分析に努めていただきたい。 

 

（委員） 

 P18＿指標の「魚市場水揚量」について、

漁獲量が減少しているなかで、なぜこのよう

な数値目標を設定したのか、設定根拠を確認

したい。 

水産業をリーディングプロジェクトとして

目標値に掲げたという経緯があるため、他の

産業の取り組みが見えにくくなっている。 

ぜひとも23ページ以降の総合戦略の関連

事業の取り組みについて、具体性のあるご意

見をいただきたい。 

 

 

 

 

 

 

 

（事務局） 

 毎年度、市民意識調査を実施しているとこ

ろだが、年度によって回答者の属性や回答数

にバラつきがあり、単純な比較・分析が難し

い状況にあり、市としても課題として考えて

いる。 

 

 

 

 

 

（事務局） 

 令和元年度に策定している地方卸売市場

の経営戦略の目標値を引用したものなって

いる。 

以 上 


